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第25回 [ 3067 ]回目 例会報告  令和４年 (2022）１５月２６日（木） 
                    出席委員会報告 

国際ＲＩ第 2530 地区 
2021-22 年度県北第二分区   

インターシティーミーティング 
 
◆開会点鐘  村上裕司 会長                              
❁主催者挨拶 安斎忠作 県北第二分区ガバナー補佐 本日はお忙しいところ、

県北第二分区のＩＭに志賀ガバナー様はじめ、大勢の方々にご出席いただきまして、

誠にありがとうございます。本来であれば、４月９日に飯坂吉川屋において開催の

予定でありましたが、４月７日に我が家で息子らがコロナにかかってしまい、急遽

延期の決定をさせていただきました。皆様方にはご迷惑をおかけした次第です。本

当に申し訳ございませんでした。本日は公共イメージ・ＩＴ委員長の相良元章様よ

り「ロータリーにおけるＩＴ化推進の状況について」の基調講演をいただきます。

よろしくお願い申し上げます。その後、各クラブよりクラブのＩＴ化の現況と問題

点をお伝えしていただきたいと思います。今回のＩＭがロータリー活動の活性化に 

つながることをご祈念申し上げて、挨拶とさせていただきます。よろしくお願い申し上げます。  
❁ホストクラブ会長挨拶 村上裕司 飯坂ロータリークラブ会長 本日は多くのロータリアンの皆さん、ご参

加をいただきまして、誠にありがとうございます。ホストクラブ飯坂ロータリークラブ会長の村上裕司が一言ご挨

拶を申し上げます。４月のＩＭ開催はコロナで延期になってしまいましたが、本日はオンラインという形で開催で

きますこと、大変嬉しく思っておりますし、大変ありがたく思っております。今日は長時間、皆様と一緒に勉強さ

せていただきたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。  
❁ガバナー挨拶 第 2530 地区ガバナー 志賀利彦 様 県北第二分区のＩＭ開催にあたりご挨拶を申し上げ

ます。インターシティミーティングの主な目的は、会員相互の親睦と知識を広げること、また、会員にロータリー

情報をお伝え、立派なロータリアンを養成することにあります。近隣クラブの会員同士が共通のテーマで語り合

い、知識と親睦の輪を広げる意味は、大変大きいものがあると思います。新型コロナウイルスの影響は、私たちの

予想をはるかに超え、長期間に及んでおります。この２年半、ロータリーの各種会合・行事もほとんどが Zoom 等

のオンライン開催となりました。何とか工夫しながらロータリー活動を進める中で、急速に地区内のＩＴ化が進ん

でまいりました。本日のＩＭのテーマは、まさにこうした時代にふさわしいＩＴ化に焦点を絞ったものとなってお

ります。公共イメージ・ＩＴ委員会の相良委員長のお話や、各クラブのＩＴ化に関する発表等が聞かれるのを楽し

みにしております。本日のＩＭが、共に学び、親睦と絆を深め、明日からのロータリー活動の糧となる、実り多い

会合となりますようご祈念申し上げます。最後に、準備にあたられた安斎忠作ガバナー補佐をはじめ、ホストクラ

ブ実行委員会の皆様方に感謝を申し上げてご挨拶といたします。本日は誠にありがとうございました。 
 
❁講師・出席者紹介 安斎忠作 県北第二分区ガバナー補佐  
 

 
 
 
 
 
 
 

会員総数 42名  

オンライン出席 26名  

欠席会員 16名 

出席率  61.91% 

  飯坂ロータリークラブ 創   立   昭和 33 年（1958）5 月 5 日 

ガバナー   志 賀 利 彦 

ガバナー補佐  安 斎 忠 作 

会   長     村 上 裕 司 
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言行はこれに照らしてから 
「四つのテスト」 

1. 真実かどうか 

2. みんなに公平か 

3. 好意と友情を深めるか 

4.みんなのためになるかどうか 

 
オンライン（Zoom）１３：３０開催  

ホスト 飯坂ロータリークラブ 

司 会  高田 薫会員（飯坂RC） 
 

新事務所に志賀ガバナーをお迎えして 
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志賀利彦ガバナー           安斎忠作ガバナー補佐            司会の高田薫会員             村上裕司飯坂ＲＣ会長 

総参加者数 ７９名 

（ゲスト５３名 会員２６名） 



❁基調講演「ＲＩおよび地区のＩＴ化推進の現状」 
ＲＩ第 2530 地区 2021-22 年度公共イメージ・ＩＴ委員長 相良元章 氏 

皆様、改めまして、公共イメージ・ＩＴ委員長の相良でございます。本日

はどうぞよろしくお願い申し上げます。今日は皆様の様々なご意見やご質問

等をいただきながら、さらに地区の上にも役立てていきたいと思っておりま

すので、よろしくお願いいたします。さて、今日のお題ですが「地区のＲＩ

および地区のＩＴ化推進の現状」ということで、なかなか難しいタイトルを

いただいたわけであります。ちょっとだけ、自己紹介をさせていただきたい

と思います。私は１９６６年、昭和４１年生まれです。子供が３人おり、妻

と犬が１匹おります。職業分類は、ガスの販売を福島市飯坂町の方で行って

おります。ロータリー暦ですが、２０１１年のちょうど震災のちょっと前に入会させていただきました。 

早速本題に入ります。ＲＩおよび地区のＩＴ化推進の現状ということで、今日は３つのポイントに絞って、皆様

にお伝えしたいと思っております。まず１つ目が、オンライン会議についてです。このコロナ禍の中で、オンライ

ン会議が当たり前のようになってきて、リアルの会議が本当に減りました。一方で、ロータリーのコミュニケーシ

ョンにつきましては、例会が開催できないなど、そういう話がたくさんあり、そういう意味でオンライン会議をど

う取り扱っていくか話題になっております。２つ目ですが、ホームページやＳＮＳの発信について、少し考えてみ

たいと思っております。３つ目、これは My Rotaryの活用です。本日はこの３つについてお話をします。 

さて、まずオンライン会議についてですが、オンラインのメリット、デメリットということで、ちょっとまとめ

させていただきました。まず、メリットですが、交通費と移動時間の削減、あとは低コストで運用できます。また、

会議資料の準備が容易とありますが、印刷なども最低限で済むのではないかと思います。様々な働き方の実現とい

うことでリモートワークも多いと聞いております。意思決定のスピードが向上するということも言われているよ

うです。その他としましては、感染症対策や災害時、緊急時の活用ができるということ。もう一つは、エコロジー

の貢献とありますが、いろんな意味で節約できる部分が多いということなのだろうと思います。では、デメリット

の方ですが、まずは通信状況に非常に左右されます。１番のデメリットは表情や雰囲気が読み取りにくいというこ

とがあるようです。これはちょっと日本人にとってみると空気を読む民族ですので、そういった意味ではデメリッ

トが大きいかなと思っております。その他としましては、プラスアルファのアイディアが発生しにくいということ

があります。最後は、基本的なＩＴスキルが必要ということです。さて、オンライン会議をロータリーの会合とか、

そういった行事にあてはめてみるとどうなるかということですが、〇ができる、✕は困難、△はハイブリッド式で

分けさせていただきました。例えば、セミナーや研修会ですが、逆に言うとオンラインの方がわりと伝わったりす

る場合もあります。通常の例会や理事会はやはり△でしょう。顔を見ながら話すほうが、議論が深まるという印象

があります。また、委員会もそうですし、地区の委員会もそうです。情報の伝達には向いていますが、いろいろな

意見を出し合ってというのは、顔を見てしゃべった方がよいというよ

うな意見が多いように思います。あと、地区大会やＩＭですが、今回

のＩＭはオンラインオンリーですが、この辺も△かなと思います。ま

た、実際の社会奉仕活動や夜間例会、懇親会を伴うような夜間例会に

ついては、これは無理だなと思います。ちょっと整理してみると、セ

ミナー、研修会などはオンラインでいいのではないかと私見ですが思

ったりします。オンライン会議には情報の伝達には十分だが、人との

つながりには物足りないということで、オンライン懇親会等の工夫は

必要かもしれませんということです。あとはケースバイケースの使い

わけがポイントになります。やはりメリットは非常にたくさんありますので、そのメリットに目を向けていただい

て、積極的な導入をしていただけると、さらにロータリー活動に幅が出るというか、活性化につながるのではない

かと私は実感をしているところです。 

次は２つ目のホームページやＳＮＳでの発信ですが、実は２０２１年１０月、地区で Facebook SNS のサイト

がありますが、それを使って調査をいたしました。その結果をご覧いただきたいと思いますが、「クラブの

Facebook のページがある」と答えたクラブは６３クラブ中３１クラブ、約半分です。ただ、更新頻度に差がある

とわかりました。割と毎週更新している更新頻度が高いクラブは３１クラブの中でも８クラブくらいです。少なく

とも２週間に１回は更新しているというのが８クラブです。３か月に１回くらい更新しているというクラブが６

クラブ。Facebook ありますよと言いながら、もう前にやっていた担当者が変わってしまったので、今は更新して

いません、休眠していますというクラブが、７クラブがありました。これだけ更新の頻度に活動の差があるなとい

うことがわかったわけです。「SNSに取り組んだことがありますか」という質問の中で、母数の３５ですが、上の

３１クラブにプラス４クラブに答えていただいたので、ちょっと中途半端な数になったのですが、３５クラブ中、

SNSに取り組んだことがあるのが１９クラブ。「どんな SNSですか」という問いに対して、１５クラブが Facebook、

あとは YouTube です。「YouTube でやったことがある」というのが３クラブ。これはほとんどが例会を録画して

YouTube のチャンネルに動画をあげているというクラブで３クラブありました。その他、「SNS を使って発信し

たことで何か効果がありましたか」という問いに対して、これは１９クラブ中１６クラブが効果を感じたというお

答えをいただいております。どんな効果を感じたかというところですが、具体的には、「事前に例会活動を周知で

きる」「クラブコンペ等の親睦活動を掲載して、コロナ禍でも会員同士のコミュニケーションできた」「他クラブや



一般の方にも PRできた」「会員から奉仕活動への励ましの言葉があり、つながりを感じた」「例会欠席者に活動状

況を伝えている」「全国から“いいね”をもらうことでつながりを感じた」「今年度からなので継続が重要と感じてい

る」「ロータリークラブ会員以外に活動や例会の雰囲気を伝えられる」「他クラブから連絡があった」「デジタルス

キルの差によって安定的な運用に課題がある」「使い方の勉強会が必要だと感じている」など、会員全員が使えて

いないということだと思います。あとは「会員の情報源になっている」「５年目でフォロワー６００人を超えた」

これは凄いですね。あとは「オンライン例会に約半数が参加して手ごたえを感じている」「ロータリーの友から取

材された」など、そういうことがありました。非常に前向きなご回答をいただいているなということがよくわかり

ました。SNS に取り組んでいるロータリークラブは、手ごたえを感じており、クラブ活性化に寄与しているので

はないかという仮説が立ちました。  

さて、My Rotaryの活用に少しお話を進めたいと思っています。現状でありますが、当地区の登録率の推移とい

うことで、これは昔の資料で、２０１８年しか見当たらなかったので、４年前の資料でありますが、ちょっとご覧

いただければと思います。県北第二分区は当時５８．５％。当時２５３０地区全体としては４８．２％、半分以下

ということだったようです。さて、２０２０年２月の資料ですが、県北第二分区７７．１９％と躍進をしておりま

す。地区全体としては５７．０４％です。では、実際にどのぐらいの人数が登録で増えたのだろうということで、

比較をしますと、実は２０１８年から２０２２年までの４年間で、地区全体の会員数は減少しています。会員数の

減少を合わせてみると、増えている人数としたら実質４２名。ちょっと計算してみると、県北第二分区はあと７人

登録すると８０％を超えます。また、あと２０人登録すると８５％を超え、地区内トップになります。今の登録率

の推移です。最近、My Rotaryが変わってきました。最近はラーニングセンターが非常に充実しています。そうい

った意味では、非常に大きなコンテンツの１つになっているのではないかと感じています。私も来年は福島ロータ

リークラブの会長を仰せつかっておりますので、実は今、ラーニングセンターでクラブの委員会の方々に「必ず勉

強してください。必ずこれをやってみてください。委員長はじめ皆さんやってみてください」とアナウンスをし

て、皆さんにやっていただいている最中なのです。これを１回クリックして、勉強してみるだけで、だいぶこの委

員会やロータリーに対する見方が変わって、より深くなっていく、そういったことを感じます。ですので、今日ご

参加の皆さん、１回やってみてください。クリックしていただくと「なるほどな」と前向きな気持ちになったりし

ますので、そういったことをご紹介させていただきました。 

では、それぞれのＩＴ化推進の目的ということで本日のまとめです。オ

ンライン会議は経費と時間の節約、コロナや地震など、最近は災害も多い

ので、そういった危機的な状況の回避もあげられるのかなと思っておりま

す。また２つ目、ホームページや SNS の発信ですが、これは協力者や支

援者発見につながります。私たちの活動を協力したり、支援してくれたり、

そういう方も大事ですが、逆にその活動を見て、私の団体にロータリーが

協力してくれたら楽なのにとか、女性の生理の貧困問題などいろいろあり

ます。男女共生センターさんにもお声掛けしていただいたり、向こうの方

も支援者や協力者を探している場合があります。それが会員の方につながると思っております。My Rotaryの活用

は、迅速な情報の獲得はもとより、リーダー養成、リーダー育成などクラブでは難しかったりする場合もあります

ので、My Rotaryを上手に使っていただくとよいのではないかと思います。ＩＴ化推進の目的は、コミュニケーシ

ョンを増やし、ロータリーの活動、クラブを活性化させ、奉仕の理念を実現する事ということで、ちょっとロータ

リーっぽくまとめますと、ＩＴ化を回すと公共イメージの歯車が回って、クラブの活性化という大きな歯車がその

次に回っていくというようなイメージで考えていただければと思っております。 

ちょっと脱線するかもしれませんが、まとめとして２０２０年にこれとは違う調査をしました。その時にロータ

リーのロゴマークを知っていますかと質問があったのですが、「知らない」と答えた方が福島県民２０００人中 ８

４％が「知らない」。「知っている」と答えた方は１６％しかいませんでした。また、ロータリークラブを聞いたこ

とがありますかという問いに、「聞いたことがある」と答えた方が５５％いらっしゃいました。その中でロータリ

ークラブが何をしているのかわかりますかという質問に、５５％が「何をしているか知らない」と答えた方の３

２％が「わからない」というのが正直な印象なのでしょうね。お金持ちが昼間ご飯食べているのかというようなす

ごく厳しい意見もありました。そういったのが実際の現状であります。この現状を少しでも変えるために、ＩＴ

化、公共イメージの推進、クラブの活性化を図っていただければと思います。ちょうど時間となりましたので、私

の発表は以上とさせていただきます。ご清聴ありがとうございました。 
 
❁クラブ発表 テーマ「クラブＩＴ化の現状と問題点」 
①福島北ＲＣ 齋藤嘉紀 幹事 今年度、２０２１―２２年度もコロナ禍での例会開催のため、クラブＩＴ化に

関しては模索しながら開催をしておりますが、先ずは例会について、どこかで線引

きを行うために、緊急事態宣言下においては原則休会、まん防下においては、ハイ

ブリッド例会での開催としました。最初は臨時理事会等で、開催の有無を諮りまし

たが、その他、感染状況次第では会長一任といたしました。YouTubeでのハイブリ

ッド例会としたことや Zoom 開催では、アプリのインストールや、各個人での接続

作業が必要なことから、動画同時配信での開催としました。アドレスがわかれば、

テレビでも視聴することも可能です。出欠の方法は、可能な限りコメント欄にコメ



ントを残してもらうことや、事務局に参加した旨の報告をいただく形をとっております。しかしながら、問題とし

ては、一個人に配信の準備を頼っている部分があり、カメラ、マイクなどお借りしていたことや、その会員が不在

となった場合の対策まではたてておりません。Facebook に関しては、例会の写真等をアップして更新をしており

ます。投稿できる会員は数名おり、写真、文章の投稿をお願いしております。これに関しての問題点は、写真にタ

グ付けなどをすると、夜間例会の写真などの投稿をすることが、現状、控えなければならないと思われることで

す。これは HPでの例会報告にも同様のことが言えるかと思います。My Rotaryの登録は１００％を維持するため

に、新入会員には入会後、即座に登録をしていただいております。例会での報告の際に、基金の件などをお伝えす

ることなどで、閲覧を促す程度なので、会員の皆様の頻度までは把握できません。その他、プログラムの送信、出

欠なども一部の方には、メールなどで直接返信いただけるようにはしておりますが、やはり PC、スマホなどの使

用に慣れていない方にとっては、FAX でのご連絡がまだ必要かと思います。あとは、諸先輩方に参加していただ

くにはどうするかというのが一番の問題となっていくかと思います。こちらをどういう風にするのか、また、出欠

についてや、HPの充実などもクラブのＩＴ化を進めていには一つなのかなと考えております。  
②保原ＲＣ 相澤義和 公共イメージ・ＩＴ委員長 新型コロナウイルスの状況を踏まえつつ、クラブ運営の

進め方に苦労しているのはどのクラブも同じだと思います。特に例会開催につい

ても、以前の様に会場内で笑い声や話し声が少なく感じます。活気がないわけで

はないのでしょうが、マスク越しの会話は寂しく感じる時があります。とはいえ、

感染症対策を十分に配慮し、例会を開催することは大事だと思います。当クラブ

でも、前年度より感染状況に応じてハイブリッド例会、WEB(Zoom)例会を行っ

ています。昨年には、WEB 発信場所としてチンチン電車から発信して例会を行

いました。ちょっとした移動例会のようで会員からは好評でした。WEB環境整

備についても、比較的若い会員が多いので、自分たちで準備をすることは容易に

できました。公共イメージ・ＩＴ委員会を中心に、例会前にWEB発信の準備を

しています。パソコンが苦手な会員にも、伊達 JCと連携して Zoom の使い方など勉強会を行い、パソコン以外で

スマートフォンでも繋げることを確認してもらいました。その後も何度か公共イメージ・ＩＴ委員会メンバーが、

個人的に会員にレクチャーしていますので、ベテラン会員でも使えるようになっています。また、４年前から SNS

を活用して、クラブで行った例会や事業を Facebook で発信しています。こちらも公共イメージ・ＩＴ委員会委員

長が自ら発信しています。My Rotary の登録率に関しては、呼び掛けはしていますが、なかなか増えてはいませ

ん。やはり、今一度、未登録の会員を対象に公共イメージ・ＩＴ委員会を中心に、登録のお手伝いをしていかなけ

ればならないと思います。課題と問題点は、通常例会には参加者は多いのですが、WEB 例会となると少なくなっ

てしまいます。また、ハイブリッド例会を開催した場合、会員には会場内に来ていただけますがWEB参加は少な

くなります。ハイブリッドは必要なのかと感じる時もありますが、会場に来れない方もいますので行った方がよい

と判断しています。WEB 開催でも、出席率を向上させるにも内容などに創意工夫が必要と感じました。  
③福島東ＲＣ 荻野 毅 会長 当クラブのＩＴ化の現状と問題点を発表いたします。本年度、当クラブにおい

てＩＴ化された作業や活動は４つあります。１つ目は、オンライン上でのハイ

ブリッド例会の開催や Zoom による理事会の開催です。毎回ではありませんが、

コロナ感染者数が急増傾向にある場合や、感染に不安を抱えている会員が多い

場合、オンライン上での例会や理事会を開催しております。また、コロナ禍以

外、災害時にも活用できるのではないかと考えております。２つ目は、例会時

における席順を紙で作られたクジから、iPadのアプリを使ってルーレットで決

めております。アプリを使うことで、以前、手作りでクジを作ってくれていた

会員さんや事務局さんの手間を省くことができたということと、音楽付きのル

ーレットで席順を決めるので、ゲーム感もあって少し楽しんでおります。３つ

目は、例会時の出欠確認や連絡事項ですが、以前は FAX で確認をとっておりましたが、今年度よりメールでの出

欠確認を行なっております。メールアドレスを持っていない会員もいらっしゃるので、現在は FAX とメールと両

立して確認や連絡をとっております。メールで出欠確認を取るようになってからは、会員からのレスポンスが早い

というのと、事務局でも出欠者の管理がしやすくなったと報告を受けております。４つ目は、理事会等で必要な書

類や写真データをクラウド上で共有しております。予め必要な書類等をクラウド上に準備しておくことで、事務局

や幹事にお願いすることなく、自分の好きな時にクラウド上から自分が必要な情報を取り出せるようになってお

ります。SNS についてですが、当クラブの活動などは HP 上に掲載しております。当クラブ内でのＩＴを取り入

れたことで、実際に作業時間の短縮や便利になりましたが、まだまだＩＴ化に関しては無関心です。実際、PCや

メールアカウントを持っていない、使い方がわからないという会員さんもいるので、ＩＴを用いる作業や活動を行

う場合、特にコロナ以降、一部の会員さんに負担がかかっているような気がします。まずは、ロータリー活動の本

質を明確にし、クラブの方向性やバランスをみながら、根気よく、計画的にＩＴ化を進めていくのが今後の課題か

と思います。  
④梁川ＲＣ 清水建志 戦略＆ＩＴ委員長 My Rotaryの登録状況は登録１００％を目標に活動していますが、

２０２２年４月現在、７５％（会員数１６名中１２名）となっており、引き続き、例会等で呼びかけするなどして、

全員登録を目指したいと考えております。リモート例会、ハイブリッド例会の開催状況ですが、新型コロナウイル



スが蔓延し始めた２０２０―２０２１年度に、リモートでの例会を検討し、会員と

Zoom の使用方法を研修する場を持つなど準備を進めました。開催にあたっては、

リモートでの参加を希望する会員を募り、ハイブリッド方式にて２回ほど開催しま

したが、その後、リモートでの参加を希望する会員が出ることはありませんでした。

現在、梁川ＲＣの例会は全て対面式で行われており、リモート例会やハイブリッド

例会は開催しておりません。梁川ＲＣにおけるＩＴ化の問題点は、My Rotaryの登

録を完了しても、私含めクラブ活動の上で、普段から活用しているかというと活用

していないのが問題点です。活用できていない理由として、活用しなくても不自由

なく活動できてしまうからだと考えております。クラブ活動をより理解するには、My Rotaryを活用した方がよい

のでしょうが、そこまで至っておりません。また、クラブ内にて、リモート例会、ハイブリッド例会を検討する場

の中でも、「例会は顔を合わせて行うことでよりクラブの絆が深まる」という意見や、「会場に来られないのは、予

定があるから来られないので、リモートであっても、欠席は欠席である」という意見が多く、リモートを活用する

メリットが感じられておりません。このへんのところを根気よく改善することが必要と感じています。  
⑤川俣ＲＣ 齋藤昌克 会長 当クラブとしましては、ＩＴ化が非常に遅れているかなと感じております。My 

Rotary の登録ですが、６０％は超えておりますが７０％弱というところで滞っ

ております。実際、皆さんがおっしゃっておりました、リモートでの例会です

が、当クラブでは開催することなく、すべて対面例会になっており、コロナが

多かった時期には休会という形を取らざる得ませんでした。そういったことか

ら今後は、成功事例を参考にしながら、これからやっていきたいと感じており

ます。また、当クラブは HP をもっておりません。今年度の委員長が作りたい

という話だったのですが、実際のところ、開設まで至っておらず、次年度に持

ち越しになるのではないかと感じております。現在の当クラブの広報としまし

ては、従来の手書きで、例会をやりましたら、手書きでこういった内容でやり

ましたということで、写真を貼って、紙ベースで皆さんに見ていただいくということを長年やっております。そう

いったところを HP等で充実をさせて、今どういった活動をクラブでやっているのか、そういったところを気軽に

見ていただけるような仕組み作りをしたいと感じております。また、その中で会員の皆さんの意見を気軽に取り入

れていければ、使いやすくなるのかなと感じています。先ほど、福島東ロータリークラブさんの中で、出欠を FAX

ではなく、メールでスムーズにやっているとお話がありまして、この辺もすぐに取り入れたいと感じています。ま

た、資料をクラウドで管理して、いつでも会員の人たちが見ることができるというのは、非常によいなと感じまし

た。そういった点から見ても、非常にクラブとしては、ＩＴ推進に遅れているので、身近にできるところから少し

でも進めて、徐々に会員の皆さんに浸透していけるように、勉強会をやりながら、理解いただきながら、少しずつ

進めていく必要があるなと感じています。今日は次年度の会長、幹事もおりますので、少しずつ、そういったとこ

ろを改善しながら、私もフォローしながら、これからＩＴを推進し、効率的なクラブ運営ができるようにしていき

たいと考えております。 
 
⑥福島しんたつＲＣ 奥 寛克 幹事 お疲れ様です。会長が参加するはずでしたが、今日は参加できず、代わ

りに発表させていただきます。クラブの現状としては、今はオンライン例会と

ハイブリッド例会を月３回程度開催しております。ハイブリッド例会の方で

は、Zoom を使ってやっております。全部 Zoom の方がよいのではないかと

か、理事会がある時はハイブリッド例会方式で進めて、他の時は Zoom でオ

ンライン例会のみで開催しております。他のクラブさんですと SNSなどの発

信がありますが、当クラブではそういった事はやっておりませんので、これか

らの課題かなと考えております。My Rotary に関しては、確か六十数％台で登

録していると思います。誰が登録していないのか、現状現場を見て、登録して

いない方の登録の依頼が必要だと思っています。実際にやっていただかないと、実施率は上がっていかないので、

登録していない方に教えて、一緒に登録してあげることが必要だと思います。あとは問題点として、今 Zoom で

やっている例会が３０分ですが、コミュニケーションがやはり取れないというのが問題点です。遠方の方はオンラ

イン例会の方が参加のしやすいさはあると思いますが、実際は対面で話すのと、画面を通して話すのでは、全然、

伝わり方が違うし、表情がつかめないので、その辺がどう伝えていくべきか課題かなと思っております。他クラブ

の実施している内容をクラブで発信して、今後どうしていくか検討してまいりたいと思います。  
⑦飯坂ＲＣ 伊藤俊憲 公共イメージ・ＩＴ副委員長 飯坂ロータリークラブは、地域住民らにクラブ活動の

意義を広く伝えることに加え、会員一人一人の意識高揚、成長に向けて、時代のニーズに沿う形でＩＴの推進や

SNS の活用などの取り組みを進めてきました。２０１９―２０年度より、それまでの「会報・広報・雑誌小委員

会」を「公共イメージ・ＩＴ小委員会」に名称を変更し、地区委員会の方針を踏まえたＩＴ化を推進しております。

具体的には、クラブ公式 HP を開設し、活動状況のほか、週報などの情報を毎週更新しながら運用しております。

刊行物のＰＤＦ化や入会案内の掲載など工夫をしております。現在はクラブ担当者一人が更新作業を行っており、



組織的な運用が必要だと考えており、実現すべく検討しております。また、クラ

ブ公式 SNS としては、Facebook と Twitter を運用し、週報をメーンに活動状況

を定期配信しております。My Rotaryについては、クラブＩＴ担当者による代理

登録を行い、登録率１００％を実現いたしました。今後は利用可能者に実際の利

活用を促し、ラーニングセンターをはじめとした活用を図っていきたいと思いま

す。コロナ禍を踏まえたオンライン例会の開催は、昨年９月３０日に実証テスト

を実施し、会員１７人が参加いたしました。その後は、ハイブリッド例会開催に

向け、機材の準備やルールの策定などの準備を進め、今月３月からハイブリッド

例会を実施いたしましたが、オンラインでの参加人数が少なく、継続の必要性を

検討中です。一方、課題としては、クラブ公式の HPと SNS、My Rotaryの登録などについて、クラブＩＴ担当者

一人が限定的に更新作業を行っており、現在はクラブの組織的運用の実現に向けて検討を進めております。My 

Rotary についても、実際の利用率や活用状況は低迷しており、継続的に会員一人一人が活用できる環境整備、意

識啓発が必要と考えております。ハイブリッド例会の安定的な開催に向けては、機材の準備や運営担当会員の負

担、シニア会員を含めたＩＴ対応が困難な会員のケア、昼食の有無など、公平性の確保などが課題として浮かび上

がっております。ＩＴを活用した出欠システムの導入、例会ライブカメラの導入、専門アプリの導入など、例会の

ハイブリッド化など選択肢の拡充に向けたあらゆる手法を模索していきたいと考えております。 
 
❁質疑応答 

【佐藤真也 県北第二分区幹事】 長時間にわたり、ありがとうございます。

地区公共イメージ・ＩＴ委員会相良委員長、ご講演ありがとうございました。ま

た、各クラブの代表の皆様から、各クラブの現状について、それぞれお話をいた

だきました。ありがとうございます。ここで、皆様からの質問やもう少し先ほど

の話を詳しく聞いてみたいという方のお話をお伺いできればと思います。ご質

問が無ければ進めさせていただきます。このＩＭに先立って、各クラブの代表の

方に簡単なアンケートをとらせていただきました。大きく分けて「オンライン例

会について」「HP や SNS を使ったクラブの情報発信に関して」「My Rotary の

登録と活用について」、順番にいくとオンライン例会については、県北第二区今

７クラブあるうち、２クラブを除いて、何らか形でオンライン例会を実現されているという状況です。先ほど皆様

からありました通り、問題は多いのかなと思います。オンラインだけでは例会にはならないというご意見もありま

すし、ハイブリッドにすればしたで、せっかくだから来るという人が段々多くなり、ハイブリッドで参加する人が

最近は減ってしまい、そのためだけにハイブリッドの準備をするのはいかがなものかというご意見、リアルで例会

に参加される人と、オンラインで参加する人と食事があるとか無いとか、そういった不公平の問題も出てくる。そ

の中で、オンライン例会の目的をどこにもっていくのかということだと私は思っております。実際にコロナ禍で緊

急的に、例会を中止じゃない方向でやりたいという目的でやるのであれば、本来の目的が達成されるだろうと思い

ますし、先ほど言った通り、例会に来る人の参加のしやすさ、あるいは出席率を少しでも上げていただくという目

的で、オンラインでも参加でもできますよという形のハイブリッド例会では、全く目的が違うと思っておりますの

で、そういった中で、コロナ禍で皆さんご苦労されてきたのかなと、アンケートの結果でも、そういったところが

反映されていると思います。ここで相良委員長にお聞きしたいのですが、今お話ししたような内容について、どの

ようにお考えなのか、また、ライブ配信について、所属の福島ロータリークラブさんは配信されておりますので、

それについてもお話をいただければ思います。お願いいたします。 
 
【相良元章 地区公共イメージ・ＩＴ委員長】 少し区切りながら、お答えさせていただきたいと思いますが、オ

ンライン例会は、一人とか二人とか、誰も参加しないということもあると思いますが、これは参考になるかわかり

ませんが、私のクラブでは転勤族の方が多くいらっしゃいます。昨年あたり、緊急事態宣言下では、会社から一切

参加を止められていて、参加したくても参加できない方が、結構多くいらっしゃいました。その中で、ハイブリッ

ド例会にしたのですが、その時は４、５人の方にそういった形で参加をしていただきました。そのような会社の事

情や、何か特殊な事情の中で、その人の参加の機会を奪ってしまって、果たしていいのか、一人であろうが、やは

り参加の機会を平等に与えるべきなのではないかと思います。そういった状況が、例えば長く続くとやはりロータ

リーに行けない、辞めてしまおうかというようなことにも、つながっていくのではないかと思います。確かにお弁

当の問題や、そういったことがあるとは思いますが、その辺は逆に工夫をしながら、やり方はいろいろあると思い

ます。できるだけ参加の機会を平等に与えるべきじゃないかと思います。また、YouTube の話ですか、YouTube

は難しい面があります。いろいろな設定を YouTube でするのですが、何も設定しないと、全世界から誰でも見れ

てしまうという状況になって、果たして例会がそれでいいのかという話もあります。設定をいろいろ工夫すれば、

限定した人に対する公開にすることもできますが、ある程度ＩＴのスキルが必要だということになります。今のと

ころ YouTube よりは、逆に Zoom や福島しんたつロータリークラブさんがやってらっしゃる LINE での配信の方

が向いているという印象があります。 
 
【佐藤真也 県北第二分区幹事】 ありがとうございました。やはり、各クラブで検討していく必要があると思

います。続いて、HP や SNS という部分について、こちらはアンケートで７クラブ中４クラブが公式 HP をお持

ちになっております。他の３クラブがまだ無いという状況になっています。どうしても HPを作るには、お金がか



かるし、維持するにもお金がかかるので、クラブの金銭的な負担もあります。あるクラブについては、運用状況を

どのぐらいの頻度で更新していくのか、どんな内容を発信していくのか、発信する頻度、実際に更新作業を業者に

まかすのか、それから、クラブの担当者がやるのか、そういったところの違いというのが若干あるとご回答をいた

だいております。いずれにしましても、クラブ内できちっとした組織を構築して、そういった情報発信をする担当

と、それが一人に偏って、その人の負担が増えるということではなく、持ち回り制、あるいは当番制で、複数の人

数で共有しながらできる環境を作っていく必要があるのかなと感じました。金銭的な部分でいうと Facebook と

か Twitter やインスタ、YouTube もそうですが、そういった SNS アカウントを設けていただいて、そこで情報発

信をするとお金がかかりませんので、積極的にクラブで活用していただければ、相良委員長にも喜んでいただける

のではないかと思っておりますので、せっかくクラブでよい活動をしても、それをたくさんの人に知っていただい

たり、それをきっかけに新しい会員が増えたりという結果に結びつけていければと思っておりますので、その辺は

各クラブで取り組んでいただきたいという印象を受けました。また、My Rotaryですが、これは非常に難しい問題

があると感じております。皆さんのご意見やアンケートで、やはりメールもあまり使わないとか、アナログな会員

の方々がどうしてもおりますので、その方々には物理的に無理があると思います。ですから無理せず、日常仕事で

メールを使ったり、インターネットを使ったり、サイトにログインしたり、アカウントをとったりということがで

きる方については、十分 My Rotary が活用可能な会員さんですので、その方たちだけでも活用に結び付ける必要

があると思います。飯坂ロータリークラブは、実際、本当はやっちゃいけないような方法で、結果として My Rotary

の登録率１００％にしておりますが、これは代理登録をという裏技で、本来の目的から逸脱したような方法での登

録率ですので、実際に使える方に登録していただいて、それが６０％でも７０％でも、その方が素晴らしいのでは

ないかと思いますので、その登録率にこだわらず、リアルで登録していただくことが大事だと思います。毎月のガ

バナー月信の一番後ろのページに、My Rotaryの各クラブの登録率が出ますので、そちらをご参考にしていただき

ながら、各クラブで登録率を推進していただきたいと思います。ここでちょっと、福島北ロータリークラブさんに

お聞きしたいのは、福島北ロータリークラブさんが登録率１００％で、なおかつ代理登録者ではなく、すべてご本

人による登録で実現されています。その辺について、ノウハウやどんなご苦労があるか、お聞きしたいのですが、

お願いいたします。 
 
【福島北ＲＣ 木村春夫 会長】 先ほどお話したように、パソコンをやられている方、情報処理関係の方が結

構多いものですから、そういった部分で皆さんやっていただいているからだと思います。なかなか年齢の幅が広い

という部分もあるのですが、そういった方々にはご一緒に、一人だけで登録するのではなくて、何人かで集まって

登録するということでした。 
 
【佐藤真也 県北第二分区幹事】 ありがとうございました。そういった形で、実際にクラブとして My Rotaryの

登録や活用をいかに推進していくか、やる気の問題というのがあるのかなと思いますので、我々のクラブも今のお

話を参考にさせていただきながら、県北第二分区の皆さんで、全体の登録率を上げていく方向にもっていければと

思っています。よろしくお願いいたします。もう一点、私の方からお聞きしたかったのが、福島東ロータリークラ

ブさんにお聞きしたいのは、データのクラウドによる共有化であったり、メールによる出欠のシステム化とか、そ

ういった部分で、これからすごく大事になってくると思っております。というのは、事務局負担をいかに減らして

いくかというのが、これからのロータリーの大きな課題になっていくと思います。そういった中で、クラブでデー

タを共有し、誰でも見れるとか、限られた人が見れるというシステムを作るとか、出欠をいちいち確認しないで見

てわかるとか、そういうのが必要かなと思います。それを今推進していくにはあたってのご苦労とか、お聞かせい

ただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 
 
【福島東ＲＣ 荻野 毅 会長】 今現在ですと、苦労は特にないと思います。と言ったら事務局さんに怒られ

るかもしれませんが、Googleを使って出欠確認をしていると思います。先ほど幹事が言っておりましたが、事務

局さんがすごく手間がかかっている状態でしたので、できることなら、私も電話をして資料が欲しいというより

も、ある程度、Dropbox 上でデータがあれば、いつでも見れるという、非常にやりやすくはなってきているのかな

と思っています。本年度は会長、幹事、事務局、プログラムの４人で共有しておりましたが、次年度は理事に関し

ても、できることなら、みんなで共有したいという話をしていますが、たまに Dropbox 上で、他の人が資料を消

してしまったということが１度だけあったので、その辺は使用場の注意だけは、今後はしっかりと皆さんで話し合

っていきたいと思っております。 
 
【佐藤真也 県北第二分区幹事】 ありがとうございます。大変参考になりました。福島しんたつロータリーク

ラブさんでも、同じように Dropbox を使ったデータ共有をされているみたいなのですが、お答えいただけますか。 
 
【福島しんたつＲＣ 菅野稔久 会長】 Dropbox についてなのですが、毎年、年次計画書作成の際に Dropbox

にデータを保存していまして、そこからデータを使っているような形です。 
 
【佐藤真也 県北第二分区幹事】 ありがとうございます。データを共有すると非常に便利になるのかなあと思

いまし、事務局の負担軽減、いちいち資料をくれ、どこにあるかというようなことをしなくても、会員間でデータ

を共有したりできるということは、これからのロータリークラブの運営に大事なのかなと感じましたので、他のク

ラブの方も参考にしていただければと思います。最後に、保原ロータリークラブさんの方から、皆さんに聞きたい

ということで、今日も Zoom を使ったオンライン形式でやっておりますが、有料アカウントは当然時間制限があ

ったり、有料アカウントを使って会議をするということにあたって、使用料の決済にクレジットカードが必要だと
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いうことで、その辺を皆さんはどのようにしているのかということがありました。それについて、クラブ名義のク

レジットカードというのはないと思いますが、個人で代わりに立て替え払いをして、クラブからその分をいただく

ということなのか、それについてお話しいただける方どなたかいらっしゃればお願いします。 
 
【保原ＲＣ 白井貴光 会長】 今、基本的には個人のカードを使って、最終的には立て替え払いをしていただ

いて、後ほどお支払いをするという状態が続いております。その辺が一番課題かなというところはあります。他の

クラブさんはどうしているのかお聞きしたい部分であります。 
 
【佐藤真也 県北第二分区幹事】 ありがとうございます。そういうことなのですね。どなたかうちはこうして

いるという方がいらっしゃれば。皆さん、そんな感じですかね。やはりそういうところにまだ課題があるかなと思

っていますので、何かよい方法がありましたら、クラブを跨いで、分区内、地区内で、そういった情報提供をいた

だきながら、皆さんでこのクラブのＩＴ化を推進していければと考えております。今日は時間となりましたので、

一応この時間はここで終了とさせていただきたいと思います。本当にありがとうございました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

❁講 評 第 2530 地区ガバナー 志賀利彦 様 長時間にわたり、皆さんお疲れ様でした。まず、公共イメー

ジ・ＩＴ委員長の相良元章様からＲＩおよび地区のＩＴ化推進の現状ということでご講演をいただきました。そし

て、その後、７クラブの皆様より、クラブのＩＴ化の現状と問題点について、お聞きいただきました。素晴らしい

発表だったと思います。私は冒頭の挨拶の中でお話をしました通り、このＩＴ化につきまして、コロナのおかげで

ここまで伸ばすことができだと言っても過言ではないと思います。ガバナー事務所におきましても、ＩＴ化を推進

していかなければ、事務がものすごく煩雑になっているのが実情です。これは素早いＩＴ化によって、だいぶ改善

されているようです。ロータリーは例会が基本だと私は思います。楽しい例会でなければいけないと思います。今

のところ、上手にこのＩＴ化の流れは作っていけるものだと私は信じ利用すべきだと思います。そして、先ほど言

いましたように、楽しいロータリーにするために、元気でそこに近づいていただきたいなと思っております。皆さ

んそれぞれの立場で、上手に苦心してやっていただいておりますので安心しております。これから長いお付き合い

になると思いますので、どうぞよろしいお願いいたします。簡単ではございますが、講評とさせていただきます。

長い時間、お疲れ様でした。 
 
❁講師への謝辞 安斎忠作 県北第二分区ガバナー補佐 相良元章委員長様、本当に知らない部分まで詳しく
お話をいただきまして、誠にありがとうございます。セミナー研修等々については、このようなＩＴ化もいい手段
だなと、やはり人とのつながりというのについては、多少問題があるということで、このＩＴ化についても、私た
ちいろいろロータリーを運営していく中で、有利に使っていきたいと思います。今後とも、いろいろＩＴ化につい
てご指導を賜れば幸いです。本日はどうもありがとうございました。  
❁次年度ガバナー補佐紹介 安斎忠作 県北第二分区ガバナー補佐 次年度、県北第二分区ガバナー補佐とい

たしましては福島東ロータリークラブの網代智明様です。次年度お世話になります。よろしくお願いいたします。 
 
❁次年度ガバナー補佐挨拶 福島東ロータリークラブ 網代智明 様 只今、ご紹介いただきました福島東ロ

ータリークラブの網代でございます。次年度ガバナー補佐にご指名いただき

ました。先日の PETS では残念ながらオンラインでの開催となりましたが、

そこで私も本気になって地区の資料を引っ張り出したりと、何とか PETSに

乗り遅れないように、一緒に勉強させていただきました。先月には、初めて

対面式での次年度の会長・幹事会を開くことができました。これからもコロ

ナ感染防止ということを考えながら、できる限りブランクを取り戻し、皆さ

んと直接お会いし

て、色々お話をさせ

ていただき、皆さんのお話をよく伺ったりと努めてまいり

たいと思っております。甚だ乏しい知識のガバナー補佐で

はありますが、皆様方と共に勉強しながら、ロータリーを

学びながら、有意義な１年にさせていただきたいと願って

おります。７月から始まりますので、どうぞよろしくお願

いを申し上げまして、ご挨拶とさせていただきます。よろ

しくお願いいたします。                             

インターシティーミーティング 参加クラブ 
福島北ロータリークラブ  １０名 
保原ロータリークラブ  １１名 
福島東ロータリークラブ  １０名 
梁川ロータリークラブ  １１名 
川俣ロータリークラブ    ７名 
福島しんたつロータリークラブ   ２名 
飯坂ロータリークラブ  ２６名 
 
来賓：第 2530 地区 ガバナー        志賀利彦 様 

地区公共イメージ・ＩＴ委員長 相良元章 様   
合計 ７９ 名 


